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校長 長谷川 朋欣

新年度が始まり早くも一か月が経とうとしています。
新任式・始業式では，代表生徒から転入職員を温かく迎える言葉，新年度

に臨む意気込みを聞くことができました。また入学式では，新入生を迎える
２・３年生のはつらつとした校歌に，頼もしさが感じられました。２５周年
を経た新たな一歩は，新３年生のリーダーシップのもと順調です。今年度の
学校経営の考え方等をお知らせします。
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大潟中学校から転入しました。長谷川朋欣(はせがわともよ
し)と申します。今年度転入の職員ともども，よろしく
お願いいたします。
４月２日（月）第１回職員会議で，職員に「自分の

子どもや身内を通わせたい学校」をつくりたいと話し
ましたが，すでにそれに向かって力強く進んでいるこ
とを悟りました。手前味噌ながら，本校職員28名は，
始業式や入学式に向けて，協力して手際よく，何より
楽しそうに生徒を迎える準備に励んでいたからです。
在校生は，転入職員

や新入生を元気な校歌
や先輩らしい立ち居振
る舞いで温かく迎え，
新年度が気持ちよく動
き出しています。

さて，今年度の学校づくりの概要を右にまとめました。
普遍の校訓「自彊不息(みずからつとめてやまず)」のもと，昨

年度に引き続き，教育目標を「深く考え，向上を目指
す生徒」，目指す学校像を「喜んで集い，自他の成長
を実感できる学校」と設定しました。
特別支援教育の「誰にでも優しいユニバーサルデザ

イン」の考えと，将来の生き方や在り方に関わるキャ
リア教育を柱に，知徳体のバランスのとれた学校教育
を進めてまいります。
中学校生活の最後は進路選択です。生徒が自信をも

って自分の進路に向かうことができるよう，見える学
力（学習成績）と見えない学力（意欲などの心）の両
方を育てたいと考えています。
｢勉強が楽しい」「授業が分かる」という気持ちが自

信やさらなる向上心につながります。仲間と，めあて
の達成や課題解決に向かって話し合ったり活動したり
して，将来にわたって生きて働く力を育みます。学習
指導に限らず，学校行事や生徒会活動，部活動といっ
た様々な場面でも同様です。

心の成長も大きな中学生時代は，悩みや不安を抱え
る時でもあります。このことが，自己否定やいじめに

つながることもありま
す。望ましい基本的な
生活習慣を確立し，「特
別の教科 道徳」を要
として，考えの交流を
深め，健全な心身の成
長や豊かな人間性の育
成を図ります。

これらの学校での教育活動の土台となるのは，学校
と家庭や地域との良好で密接な連携です。ＰＴＡや今
年度３年目となるコミュニティースクールの取組を踏
まえて，地域も学校も，何よりも生徒自身が生き生き
とする学校を目指します。

学校行事やＰＴＡ等の参観時はもちろんのこと，い
つでも地域の方々に学校に足を運んでいただき生徒の
活動に声をかけていた
だきたいと願っており
ます。高台からの素晴
らしい眺望を背景に，
かがやく生徒たちをご
覧ください。
お待ちしております。

生徒 ,職員あわせて１３０名で新年度スタートしました！ 今年度もよろしくお願いします!!
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目指す生徒像

・高い志をもち，努力を惜しまぬ生徒

・明るく元気なあいさつのできる生徒

・友達を思いやり，ともに高め合う生徒

・物事の善悪を判断し，正しく行動する生徒

・人への感謝の心をもち，社会に貢献できる生徒

コミュニティスクールの取組を踏まえた学校経営の推進
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教育目標

「深く考え，ともに向上を目指す生徒」
目指す学校

「喜んで集い成長を実感できる学校」

考え，対話する 一人一人の

「特別の教科 道徳」 よさを伸ばす生徒指導


